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平
成
20
年
度
の
保
険
料
額
の
決
定
通

知
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
及
び
納
付
書
（
納
付
書
は
普
通
徴

収
の
方
の
み
）
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）
の
保
険
料
は
、
毎
年
度
４
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
決
定
し
ま
す
。
決
定
し
た

保
険
料
額
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
か
ら

翌
年
の
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の
金
額

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
に
仮
決
定
さ
れ
た
保
険
料

額
の
通
知
が
届
い
て
い
る
方
は
、
今
回
通

知
さ
せ
て
い
た
だ
く
保
険
料
額
か
ら
、
８

月
ま
で
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
を
精
算

し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
加
入
者
と
な
っ
た
方
は
、

加
入
日
が
保
険
料
算
定
の
基
準
日
と
な

り
、
そ
の
月
か
ら
月
割
り
で
保
険
料
が

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
で
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
前
月
分
ま
で
月

割
り
で
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
原
則
と
し
て
２
か
月
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額

が
、
特
別
徴
収
対
象
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き

と
な
ら
ず
、
普
通
徴
収
と
な
り
、
納
付
書

や
口
座
振
替
で
個
別
に
町
へ
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。

　

年
６
回
の
年
金
定
期
払
い
の
際
に
、
年

金
の
受
給
額
か
ら
２
か
月
分
の
保
険
料
が

差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
毎

月
（
９
回
）
の
納
期
に
分
け
て
、
町
か
ら

送
付
す
る
納
付
書
で
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。

※
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
新
た
な
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

◆
特
別
徴
収

 

◆
特
別
徴
収

 

◆
普
通
徴
収

 

◆
普
通
徴
収

  

保
険
料
の

　
　

  

納
付
方
法
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低
所
得
者
の
軽
減

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
の
方
に
つ
い
て

は
、「
均
等
割
額
」
が
世
帯
の
総
所
得
金

額
等
の
合
計
し
た
額
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ

ま
す
。

【
軽
減
の
対
象
と
な
る
方
】

　

世
帯
主
と
そ
の
世
帯
で
長
寿
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
所
得
の
合
計
が

基
準
以
下
と
な
る
方

※
所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
軽

減
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
町
か

ら
「
簡
易
申
告
書
」
の
提
出
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　

職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組
合
、

共
済
組
合
等
）
な
ど
の
加
入
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
方
で
、
保
険
料
の
負
担
が
な

か
っ
た
方
も
、
長
寿
医
療
制
度
の
加
入
者

に
な
る
と
保
険
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。
た
だ
し
、
加
入
後
２
年
間
は
均
等
割

額
の
２
分
の
１
の
み
の
負
担
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
制
度
開
始
時
の
特
例
措
置
と

し
て
、
平
成
20
年
９
月
ま
で
は
保
険
料
の

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
20
年

10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
は
軽
減
さ

れ
た
均
等
割
額
が
さ
ら
に
９
割
軽
減
さ
れ

ま
す
（
所
得
割
額
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
）。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

制
度
施
行
日
の
前
日
及
び
４
月
以
降

に
、
75
歳
に
な
る
方
で
誕
生
日
の
前
日
に

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
加
入
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
た
方

※
被
扶
養
者
情
報
の
遅
れ
た
方
は
、
本
来

は
10
月
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
方
で
あ
っ
て
も
７
月
か
ら
一
旦
保
険

料
の
お
支
払
い
を
お
願
い
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
な
お
、
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
と
確
認
で
き
次
第
、
す
で
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
保
険
料
額
の
う
ち
被
扶

養
者
軽
減
措
置
に
よ
る
平
成
20
年
度
保

険
料
額
を
超
過
し
た
分
を
還
付
し
ま

す
。

　

事
情
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
町
の
担
当
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
所
得
の
減
少
な
ど
特
別
な
事
情

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
徴
収
猶
予
や

減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　

保
険
料
の
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
し

な
い
で
い
る
と
督
促
が
行
わ
れ
ま
す
。
督

促
を
受
け
て
も
そ
の
ま
ま
滞
納
し
て
い
る

と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
が
続

く
と
、
通
常
の
保
険
証
よ
り
も
有
効
期
限

の
短
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
１
年
以
上
滞
納
が
続
い
た
場
合
は
保

 

◆
保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
と
き

 

◆
保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
と
き

 

◆
保
険
料
の
徴
収
猶
予
・
減
免

 

◆
保
険
料
の
徴
収
猶
予
・
減
免

 

◆
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

 

◆
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
「
被
保
険
者

資
格
証
明
書
」
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

・
自
己
負
担
割
合
の
定
期
判
定
に
よ
り
、

８
月
１
日
か
ら
負
担
割
合
が
変
更
と
な

る
方
に
新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

※
新
た
に
75
歳
に
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

75
歳
の
誕
生
日
前
に
神
奈
川
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
保
険
証
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

※
低
所
得
者
へ
の
更
な
る
軽
減
策
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
国
に
お
い
て
検
討
中
で

す
の
で
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

長
寿
い
き
が
い
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
４

 

◆
今
後
の
予
定

 

◆
今
後
の
予
定

 

減
軽
の
料
険
保
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町
で
は
、
都
市
計
画
を
変
更
し
、
今
回

新
た
に
山
北
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
地
区
（
水

上
地
区
）、
丸
山
地
区
及
び
平
山
地
区
に

お
い
て
用
途
地
域
を
指
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
用
途
地
域
の
指
定
に
伴
い
、
山
北
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
地
区
及
び
平
山
地
区
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
地
区
計
画

の
条
例
が
、
６
月
の
町
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
り
、
用
途
地
域

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
と
併
せ
て
土
地

利
用
の
規
制
を
す
る
こ
と
で
、
建
築
基
準

法
で
定
め
る
建
築
確
認
時
の
審
査
案
件
と

な
り
、
健
全
な
都
市
形
成
や
豊
か
な
居
住

環
境
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
条
例
は
本
年
８
月
12
日
か
ら
施
行

さ
れ
、
建
築
条
件
に
違
反
し
た
場
合
は
、

５
万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
丸
山
地
区
に
お
け
る
地
区
計
画

の
条
例
は
、
本
年
度
中
に
制
定
す
る
予
定

で
す
。

　

地
区
計
画
の
決
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

が
審
査
案
件
と
な
り
ま
す
。

・
建
物
の
用
途
制
限
・
敷
地
面
積
の
最
低

限
度
・
壁
面
の
位
置

・
高
さ
の
最
高
限
度
・
形
態
又
は
意
匠
・

か
き
又
は
さ
く
の
構
造
等

※
条
例
の
施
行
日
に
お
い
て
、
現
に
あ
る

建
物
等
に
は
、
こ
の
規
定
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

◇
用
途
地
域
と
は

　

住
居
、
商
業
、
工
業
な
ど
市
街
地
の
土

地
利
用
を
定
め
た
地
域
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　

用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
応
じ
て
、
建
て
ら
れ
る
建
物

の
種
類
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

◇
地
区
計
画
と
は

　

各
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
を
実

現
す
る
た
め
、
地
区
住
民
等
の
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
、
建
築
物
の
用
途
や
形

態
、
道
路
、
公
園
な
ど
を
き
め
細
か
に
定

め
、
詳
細
な
土
地
利
用
規
制
を
行
う
こ
と

で
す
。

◇
今
回
の
用
途
地
域
指
定
は

　
　
　
　
　

次
の
３
地
区
で
す

①
山
北
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
地
区

　
　
　
（
第
１
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
）

　

戸
建
住
宅
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
土
地

利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
良
好
な
居
住
環

境
の
維
持
・
保
全
を
目
的
に
決
定
し
ま
し

た
。

②
丸
山
地
区
（
準
工
業
地
域
）

　

研
究
・
研
修
施
設
・
工
場
等
の
立
地
が

主
体
と
な
っ
た
産
業
地
区
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
土
地
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺

の
自
然
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
目
的
に
決
定
し
ま
し
た
。

③
平
山
地
区

　
（
第
１
種
住
居
地
域
及
び
準
工
業
地
域
）

　

産
業
地
と
住
宅
地
と
の
秩
序
あ
る
共
存

環
境
を
有
し
た
地
区
と
し
て
適
正
な
土
地

利
用
を
図
り
な
が
ら
、
健
全
な
都
市
環
境

の
形
成
を
目
的
に
決
定
し
ま
し
た
。

※
３
地
区
と
も
に
建
ぺ
い
率
は
60
％
、
容

積
率
は
２
０
０
％
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
都
市
整
備
課
管
理
計
画
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
７

山北駅

丸山地区

平山地区

山北グリーンタウン地区（水上地区）

用途地域指定概略図
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町
で
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
の
15
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
山
北
町

第
４
次
総
合
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
15
年
間
を
、
５
年
ご
と
に
前

期
・
中
期
・
後
期
と
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

基
本
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
予
想
を
上
回
る
少
子
・
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
目
標
人
口
が
現
状
と
合
わ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
町
の
活
性

化
対
策
や
子
育
て
支
援
、
人
口
増
加
対
策

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
盛
り
込
み
、
後

期
基
本
計
画
の
策
定
を
１
年
前
倒
し
す
る

も
の
で
す
。

　

５
月
27
日
に
教
育
委
員
会
、
農
業
委
員

会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
役
員
や
学
識

経
験
者
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
22
名
の
総

合
計
画
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
瀬
戸
町

長
か
ら
小
林
会
長
へ
諮
問
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
総
合
的
な
計
画
を
審
議
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
会
長
】　

小
林
隆

【
会
長
職
務
代
理
】　

瀬
戸
顕
弘

【
委
員
】　

井
上
哲
夫
、
大
野
速
雄
、
沖
津

千
恵
子
、
荻
野
康
子
、
加
藤
正
光
、
川
本

壽
彦
、
小
賀
坂
義
弘
、
小
室
悦
子
、
佐
野

益
久
、
篠
本
幸
彦
、
鈴
木
登
志
子
、
武
井

智
子
、
武
佐
京
、
中
川
孝
男
、
中
戸
川
至
、

第１回山北町総合計画
審議会の様子

瀬戸町長から小林会長へ
諮問書の提出

仁
村
孝
也
、
深
野
純
男
、
柳
川
高
雄
、
山

崎
秋
実
、
渡
辺
好
一

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
５
２
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≪

 

変
更
点 ≫

Ⅰ　

共
有
物
件
に
つ
い
て
は
、
代
表
者
に

対
し
て
の
み
納
税
通
知
を
送
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
共
有
者

に
も
納
税
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
共
有
物
件
の
固
定
資
産
税
は
代
表
者
に

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
共

有
者
へ
は
、
納
付
書
を
同
封
し
て
い
ま

せ
ん
。

Ⅱ　

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
に
そ
の
資

産
ご
と
に
税
相
当
額
を
記
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
は
課
税
標
準
額
の
記

載
に
な
り
ま
し
た
。
確
定
申
告
等
で
資
産

ご
と
の
税
相
当
額
が
必
要
な
場
合
は
次
の

計
算
式
で
税
相
当
額
を
算
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
税
相
当
額
を
算
出
す
る
方
法

　

課
税
標
準
額
×
１
・
４
％
＝
税
相
当
額

　

町
で
は
、
町
内
に
土
地
、
家
屋
及
び
償
却
資
産
（
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・
器
具
・
備
品
等
）

を
所
有
し
て
い
る
方
に
、
５
月
12
日
付
け
で
平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
通
知
す
る
も
の
で
す
。
平
成
20
年
度
の

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
は
町
の
固
定
資
産
税
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
に
よ
り
記
載
内
容
に

一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。Ⅲ　

保
安
林
に
つ
い
て
は
、
非
課
税
の
た

め
評
価
額
の
記
載
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
保
安
林
の
評
価
額
に
つ
い
て
知
り
た

い
場
合
は
税
務
課
で
発
行
し
て
い
る
土

地
評
価
証
明
書
（
１
部
３
０
０
円
）
を

お
取
り
い
た
だ
く
か
、
課
税
台
帳
名
寄

帳
の
閲
覧
（
１
枚
３
０
０
円
）
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
課
税
台
帳
名
寄
帳

縦
覧
期
間
（
毎
年
４
月
１
日
～
５
月
末

日
）
に
は
、
無
料
で
課
税
台
帳
名
寄
帳

を
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（「
賦

課
期
日
」
と
い
い
ま
す
。）
に
土
地
、
家
屋
、

及
び
償
却
資
産（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
固

定
資
産
」
と
い
い
ま
す
。）
を
所
有
し
て
い

る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と

に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の

所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

土
地
…
路
線
価
等
を
基
準
に
、
地
域
ご
と

地
目
ご
と
に
固
定
資
産
評
価
基
準

で
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
評
価

し
、
課
税
し
ま
す
。

※
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
場
合
、
面
積
に
応
じ
て
減

額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
…
新
築
時
に
一
棟
ご
と
に
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
評
価
し
、
以
降

は
建
築
後
の
経
過
年
数
に
応
じ
た

評
価
額
を
も
と
に
課
税
し
ま
す
。

※
新
築
住
宅
に
対
し
て
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
床
面
積
１
２
０
㎡

ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
新
築
後
一
定
期

間
（
一
般
住
宅
：
３
年
度
分
、
３
階
以

上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
：
５
年
度
分
）

税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
評
価
額

は
３
年
に
一
度
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま

す
。（
山
北
町
で
は
、
来
年
度
評
価
替
え

を
実
施
し
ま
す
。）

　

市
町
村
の
区
域
内
に
同
一
人
が
所
有
す

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ

の
課
税
標
準
額
が
次
の
金
額
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
町
の
条
例
で

定
め
て
い
ま
す
。
山
北
町
の
税
率
は
、
全

国
の
標
準
税
率
で
あ
る
１
・
４
％
で
す
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
２

土　　地

家　　屋

償却資産

固
定
資
産
税
と
は

課
税
の
し
く
み

免
税
点

３０万円

２０万円

１５０万円
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☆
税
金
の
納
入
の
方
法
に
つ
い
て

　

郵
便
局
の
窓
口
に
行
き
、
納
税
す
る
は

ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ダ
メ
と
言
う
こ
と

で
し
た
。
こ
こ
ら
辺
で
は
、
さ
が
み
信
用

金
庫
か
郵
便
局
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
郵

便
局
の
方
で
も
支
払
い
が
出
来
る
様
に
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
郵
便
局
も
一
つ

の
銀
行
シ
ス
テ
ム
と
し
て
独
立
し
た
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
う
な
っ
て
も
良
い
と
思
う

の
で
す
が
。

　

ち
な
み
に
私
は
向
原(

前
耕
地)

に
住

ん
で
い
て
い
ち
ば
ん
近
い
と
い
っ
た
ら
岸

の
郵
便
局
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

年
を
と
っ
て
い
っ
た
ら
も
っ
と
た
い
へ
ん

に
な
る
わ
け
で
す
。
郵
便
局
は
日
本
全
国

に
あ
る
わ
け
で
、
ど
こ
で
も
利
用
し
や
す

い
は
ず
で
す
が
。

▼
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
郵
便
局
で
の
納
税
」
に
つ
い
て
の
ご

質
問
で
す
が
、
町
内
に
は
「
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
」
が
４
店
舗
あ
り
、
身
近
な
金
融
機
関

と
し
て
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

現
在
、「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
で
口
座
振

替
に
よ
る
納
税
等
は
で
き
ま
す
が
、
納
付

書
に
よ
る
納
税
等
に
つ
い
て
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
で
き

る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
し
ば
ら
く
の
ご
猶
予
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
で
は
預
・
貯
金
か
ら
自
動
的

に
税
金
や
公
共
料
金
を
納
付
で
き
る
、
口

座
振
替
制
度
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

通
帳
、通
帳
印
を
ご
持
参
の
う
え
税
務
課
、

清
水
・
三
保
支
所
ま
た
は
金
融
機
関
で
手

続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
町
長
）

　

町
で
は
、
町
内
公
共
施
設
５
か
所
に

「
町
民
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
・
提
案
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
町
政
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
に
よ
っ
て
は
、
内
容
を
確
認
し

な
け
れ
ば
回
答
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
を
希
望
さ

れ
な
い
方
や
、
広
報
で
の
回
答
が
で
き
な

い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
回
答

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
名

前
・
ご
連
絡
先
を
記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
無
記
名
又
は
匿
名
の
ご
意
見
、

特
定
の
個
人
を
誹
謗
・
非
難
す
る
内
容
、

政
治
活
動
・
宗
教
活
動
的
な
内
容
、
営
利

を
目
的
と
し
た
内
容
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
回
答
及
び
広
報
紙
へ
の
掲
載
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
５
２

  
「
町
民
ポ
ス
ト
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

町
が
保
有
す
る
行
政
文
書
を
み
な

さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
情

報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
行
政
文
書
公
開
請
求

件
数
は
18
件
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
よ

る
個
人
の
権
利
利
益
の
侵
害
を
防
ぐ

た
め
、
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
基
本
的
な
ル
ー
ル

を
定
め
る
個
人
情
報
保
護
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
運

用
状
況
は
、
１
件
の
簡
易
開
示
の
請

求
が
あ
り
、
請
求
者
へ
自
己
の
個
人

情
報
を
開
示
し
ま
し
た
。

　

総
務
防
災
課
の
情
報
公
開
窓
口
に

お
い
て
、
情
報
公
開
制
度
や
個
人
情

報
保
護
制
度
の
案
内
や
請
求
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班

　
（
電
話
）　

７
５

−

３
６
４
３
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我
が
家
の
２
人
の
姉
妹
。

　

姉
の
里
菜
は
、こ
の
春
保
育
園
に
入
園
、

真
新
し
い
黄
色
い
バ
ッ
グ
を
背
負
っ
て
毎

日
元
気
に
通
園
し
て
い
ま
す
。

　

妹
の
颯
菜
も
３
月
で
１
歳
を
迎
え
、
今

で
は
ヨ
チ
ヨ
チ
と
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
が
こ
の
山
北
町
に
あ
る
主
人
の
実
家

に
引
っ
越
し
て
き
て
４
年
半
が
経
ち
ま
し

た
。
初
め
の
う
ち
は
、
こ
の
ち
ょ
っ
ぴ
り

不
便
な
環
境
に
な
か
な
か
慣
れ
ず
、
主

人
の
両
親
や
80
歳
後
半
に
な
る
大
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
当
時
ま
だ
同
居
し
て
い
た
義
姉

の
、
大
家
族
と
の
同
居
に
不
安
い
っ
ぱ
い

の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
手
の
か
か
る
里
菜
・
颯
菜
２

人
の
い
る
生
活
の
中
、
主
人
が
仕
事
・
地

域
の
行
事
な
ど
家
を
空
け
る
こ
と
が
多

く
、
家
族
の
協
力
な
く
し
て
は
ゆ
と
り

持
っ
て
の
子
育
て
は
で
き
な
い
と
つ
ね
づ

ね
思
い
、
感
謝
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

２
年
半
前
、
私
の
体
の
変
化
に
１
番
最

初
に
気
付
い
た
の
は
、
当
時
１
歳
半
を
過

ぎ
た
里
菜
で
し
た
。

『
マ
マ
の
ポ
ン
ポ
ン
赤
ち
ゃ
ん
い
る
よ
』

　

そ
の
後
、
病
院
に
行
き
、
妊
娠
２
か
月

を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

徐
々
に
お
腹
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
里

菜
の
赤
ち
ゃ
ん
返
り
が
始
ま
り
、
産
後
も

治
る
こ
と
な
く
み
ん
な
で
頭
を
か
か
え
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
里
菜
も
今

で
は
颯
菜
に
ご
飯
を
あ
げ
て
み
た
り
、
ぎ

こ
ち
な
い
だ
っ
こ
を
し
て
み
た
り
、
お
姉

ち
ゃ
ん
ぶ
っ
て
叱
っ
て
み
た
り
、
２
人
の

や
り
と
り
を
微
笑
ま
し
く
眺
め
な
が
ら
、

す
っ
か
り
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
い
る
ん

だ
な
ぁ
～
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
こ
の
時

期
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
、
家
族
み
ん
な

で
成
長
を
感
じ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。（

お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
秋
実
さ
ん
）
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さ
ま
ざ
ま
に
咲
き
満
つ
る
花
を
羨と
も

し
み
て
赤
き
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
求

め
来
た
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

菅　

久　

子

（
評
）
こ
の
歌
は
策
を
労
さ
ず
さ
り
げ
な
く
老
い
を
詠
ん
で
い

る
、
き
び
し
い
冬
を
越
え
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
明
る
く
楽

し
い
季
節
、
だ
が
反
面
老
い
を
重
ね
て
い
く
淋さ
み

し
さ
も
あ
る
。

高
齢
者
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
現
代
だ
が
本
人
た
ち
の
気
分
は
ま
だ

ま
だ
若
い
、
赤
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
買
う
作
者
に
同
感
出
来
る
。

（
大
野
和
枝　

記
）

線
香
の
煙
を
我
が
身
に
纏
い
つ
つ
お
地
蔵
さ
ん
の
階
段
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

久　

子

書
き
慣
れ
し
漢
字
も
不
安
に
な
り
て
来
ぬ
傍か
た

え
に
辞
書
置
き
老

い
を
見
つ
む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯　

山　

栄　

子

山や
ま
か
い峡

に
ひ
び
く
茶
摘
機
の
こ
の
音
が
か
つ
て
は
吾
に
力
与
え
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薮　

田　

テ　

ル

娘
の
入
院
に
孫
の
世
話
に
と
来
し
吾
は
都
会
の
桜
の
盛
り
に
出
会
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

節　

子

山
脈
の
向
う
に
み
え
る
桧
洞
丸
白
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
の
開
花
待
ち
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾　

崎　

勝　

子

小
学
生
の
孫
と
遊
ぶ
も
久
し
振
り
牛
乳
び
ん
の
フ
タ
を
飛
ば
し

て
フ
リ
ス
ビ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

田　

け
さ
み

大
凧
を
上
げ
る
河
原
に
大
量
の
六
価
ク
ロ
ム
の
土
砂
撒
き
し
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

井　

容　

子

提
灯
の
灯
り
て
花だ

し車
の
に
ぎ
に
ぎ
し
子
等
の
太
鼓
は
峡か
い

に
ひ
び
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉　

山　

す
ず
江

父
母
あ
り
て
畑
の
周
り
の
茶
を
摘
み
し
遠
き
日
お
も
う
春
の
日
和
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

崎　

英　

子

雨
あ
が
り
ボ
タ
ン
桜
の
散
り
花
が
高
き
石
垣
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に

変
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

谷　

と
よ
み

若
狭
塗
り
の
盆
は
娘
の
婚
の
引
き
出
物
三
十
年
経
し
今
も
艶
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

野　

和　

枝

「
蟹
工
船
」
の
版
を
重
ぬ
る
土
壌
に
は
格
差
社
会
の
今
が
あ
り
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

部　

匠　

司
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